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～障害のある子どもの権利にとって大きな一歩～

平 野 裕 二（AR C代表）

2 0 0 6 年 1 2 月 1 3 日、国連総会で 「障害のある人の権利に

関する条約」（障害者権利条約）が採択された。障害者差別

の撤廃、障害者の社会参加の促進などを目的とするもので、

国連の主要な人権条約としては8 番目となる。なお、条約の

採択を前に、国連・子どもの権利委員会が 「障害のある子ど

もの権利」に関する一般的意見 9 号を採択 してお り（2 0 0 6

年9 月 ）、あわせて参照することが求め られる。

条約は、（a）前文、（b）一般条項 （1～9 条）、（C）実体的権

利条項 （ 10 ～3 0 条）、（d）国内的・国際的実施条項 （3 1～

4 0 条）、（e）最終条項 （4 1～5 0 条）の全5 0 条か ら構成さ

れる、詳細かつ画期的なものである。既存の人権条約で保障

されている諸権利について、障害者が置かれている特有の状

況も踏まえながらあらためて規定するとともに、障害児・者

固有の権利 についても数多くの規定を置いている。障害者が

これ らの権利を行使するさい、障害があることで不利な対応

を受 ける こ とがな いよ うに するた め 、バ リア フ リー化 、適切

な援助の提供といった 「合理的配慮」を行なうことも求め ら

れている。

障害のある子 どもについては、障害児の最善の利益や障害

児自身の意見の尊重について定める独立条項 （7 条）が置か

れた。また、障害児の発達 しつつある能力 と、アイデンティ

ティを保持する障害児の権利を尊重すべきことが、条約の－

般的原則に位置づけられている （3 条（h））。暴力からの保護

（ 1 6 条）や住居・家族の尊重 （2 3 条）について定めた条文

も、障害児への配慮を前面に打ち出 した内容である。

教育面では、当然のことながら、障害の有無で子どもを差

別・分離しない 「インクルーシブな教育制度」が要求されて

いる （2 4 条）。特筆すべきなのは、教育の 目的と して、「尊

厳および自己価値の感覚を全面的に発達させること」が挙げ

られている点 （2 4 条 1 項（a ））である。これは障害児のみを

対象 とした規定ではなく、教育制度のあ り方そのものを定め

た規定であることか ら、子どもの権利条約2 9 条 1 項の教育目

的条項をさらに発展させたものと して、すべての子どもにと

つて大きな意義を持つものと評価できる。

条約の実施状況を監視するために障害者権利委員会が設置

される予定だが、条約と同時に採択された選択議定書を条約

締約国があわせて批准すれば、障害児・者自身が委員会に権

利侵害の訴えを起 こす ことも可能になる。条約・選択議定書

の早期同時批准を目指 し、運動を盛 り上げていくことが必要

である。

◆国連・子どもの権利委員会の一般的意見9 号の 日本語訳は

筆者 の ウェブサ イ ト

（http ：／／h o m e p a g e 2 ．n ifty．c o m ／C h ik汁ig hts ／）を参照。
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20 06 年 1 1 月1 1・ 12 日に 、熊本学園大学 において、2 5 団体 が参加 し「子 どもの権利条約 フォーラム in くま も と～

子ど もの 力 を うば うの は だ れ ？」 が 盛 大 に 開 催 され ま した 。 今 号 で は 、 こ の フ ォ ー ラ ム の様 子 を参 加・ 運 営 さ れ た

みな さん か ら紹 介 して い た だ き ます 。

子どもとおとなで創ったフォーラム ！！

『子どもの権利条約フォーラム』 ってなんだろう。何の為

にするのだろう。おも しろいのかな。子どもの権利条約フォ

ーラムの実行委員会に加わ り、ミーティングに参加 しだ した

ころからずっとこの疑問が漠然と頭の中か ら離れませんでし

た。実行委員会が始まってすぐの頃は、フォーラム実行委員

会の方々へどう歩み寄 って良いかわか らず、悩んだ時もあり

ました。出会 ったばかりのおとなと子どもが共に物事を進め

ることは難 しく、今 思い 返 してみ る とお互 い にど う歩み寄 れ

ば良いのか分からなかっただけなのかもしれません。

しかしこんな悩みも、フォーラムの準備を進めていく中で

お互いの気持ちが見えて来るにつれ、次第になくなっていき

ました。そ して 、吉 葉で は うま く伝 え る ことが 出来 ない 私た

ちの 思い をも っと理 解 しよ うと耳 を傾 けよ う と して くれ るお

となの人たちの存在に気づきおとなと子どもが協同し「権利」

というものをみつめる大切なイベン トなんだなと実感 しまし

た。

また、フォーラムの準備期間中いつも以上 に子どもの権利

を見 つめる よ うにな りま した 。そ して 、い つ しか子 どもの 声

に耳を傾けることをつい忘れてしまいがちにな り、知 らず知

らずの うちに子 どもの もつ力、エ ンパ ワー メン トを誓 って しま

う社会 があるので はとい う疑問が うまれ ま した。そ して この疑

問が今回の熊本大会のテーマへとつなが っていきました。

大会当日、様々な催 し物が行われる中、私たちは『子 どもの

エンパ ワー メ ン トを奪 うのは誰 ？』 とい うテー マの しやべ り

場を行いま した。そ しておとなと子どもが住みやすい地域を

作る為に子ども宣言という次のような宣言文を作 りま した。

子ども宣言

●お となか らも挨拶 を して ほ しい

●何かを説明するとき、おとなが子どもに納得のいく説明を

して欲 しい

●先生達同士の話 し合いの場、仲間や友達との話 し合いの場

を大切 に して欲 しい

』
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津 田 美 矩 （フォーラム実行委員・高3）

●何でもかんでも法律 にする事で問5題を解決したと思うので

はなく、そこから動き出す事が大切

●フォーラムの場を大切にする

フォーラムが終わ り、ほっとした気持ちになったのと同時

にこころの隅を針で刺されているような、す こし寂しい気持

ちにな りました。こんな気持ちになれたのも支えてくれたお

となの方々や友達がとても一覧かく、いろんなかたちで優しさ

をくれていたか らだと思います。本番が迫ってもうまく分科

会や全大会の内容が決まっていない中、私たちの声 に胃を傾

け一緒 に悩 んだ り、考 え て くだ さ って本 当 にあ りが とう ござ

いま した。

今後、このフォーラムで出来たつながりを大切にしながら、

どうすればおとなと子 どもが住みやすい地域社会を作ってい

けるのかお互いが考え、行動出来る機会を作 って行きたいと

思います。

やま な み こ ど も 園 の うた と踊 り

分科会・忍者走る



【 全体会から】

ワークシ ョップを担当 して

今回、私は、全体会のワークシ ョップを担当 しました。

最近、いじめによる自殺者が後を絶たなかった り、親が子

どもを殺 した り、その逆があったり、高校の履修不足問題な

ど子どもの問題が多いと思います。そこで、「い じめ」「教育」

「 家族」「友達関係」「親子関係」のテーマを設定 しました。

話 し合いでは、最初に現状を挙げ、理想 と私たちにできる

ことを紙に書いてもらいま した。「い じめ」では、「陰口を言 っ

ている、うわべだけの付き合いが多い、などの現状から本音で

ぶつかり合い、思い切 ってけんかをしてみる」などの意見が

出ました。家族関係のテーマでは、「時間や心にゆとりがな く

なっているなどの現状があ り、もっと心にゆとりを持ち、コ

ミュニケー シ ョンを取 るよ うにす る」などの 意見が 出ま した 。

子どもたちの生の意見がた くさん聞け、とても参考にな り学

ぶものが多か ったです。私も過去 にい じめられていた経験が

あり、今回挙げたテーマで子 どもたちと話 し合いたいとず っ

と思 ってい ま した。このワー クシ ョップを通 して 、子 ども たち

の生の声が様々なところで活かされると良いなと思います。

今回、企画から当日の進行役まで全てをするのは本当に初

めてで したので、不安でいっぱいで した。会場の規模が聞いて

いたのと違い 、急 き ょワー クシ ョップの形式 を変 えた り、前 日

までバ タバ タ して い ま した 。 しか し、み く （同 じく子 ども 実

行委員のメンバー）がテーマやどうやって進行するかなど、－

田 上 静 香 （フォーラム実行委鼻・18 歳）

緒に考えてくれた り、当日も様々な方が助けてくださり、無事

にワークシ ョップを成功させることができました。一人では

このワークショップは絶対 に成功 していなかったと思います。

改めて、たくさんの人に支え られているんだと実感 しました。

この よ うな フ ォー ラム の よう に子 どもた ちの生 の声 を聞 く

機会をもっと増やすと良いのではないで しょうか。子どもの

権利だけに関わ らず、子どもの様々な問題を知 り、解決 して

いくのが大切だと思います。このワークシ ョップでは学ぶも

のがた くさ んあ りま した 。ま た、 こ うい う機会 に関わ りた い

と思います。

創作 劇

r 道徳のお時間Ⅱ 子どもの権利ってなに？」がで苦るまで

篠田 明 日 香 （水俣市ヒューマンライツ・セミナー・高 1 ）

ヒューマンライツ・セミナーは、去年の夏休みに人権につ

いて学ぶことを目的と して、私 を始め市内の中学生が十数名

集まりました。最初はお互い顔も名前も知 らない人ばかりで、

学年も違い、緊張 して上手く話せないこともあ りました。 し

かし、時間が経つにつれて私たちはお互いに思 っている こと

を言い合い、学校の ことを相談 した り、家族にも言えない事

を話 し合 った り出来るようになっていま した。私たちの中で

このセミナーは、今まで言えなか った事、誰 にも相談できな

かったことなどをみんなで考えられる、とても大切な場にな

つてい ま した 。

ヒュー マン ライ ツ・ セミナ ーで 、私 たち は様 々な こと につ

いて学 ん でき ま した。ハ ン セン病 間男謹、水俣 病 問是喜、部落 差

別問題、川口泰司さんの部落差別についての講演 （初めて部

；客差別を学んだような気が しま した）それから、私たちの身

』
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近な、イジメや障がい者についての人権 に関わること。たく

さんのことを学んで、そ してみんなで考えることが出来たと

思います。

私たちが夏 から学んできたことを どうや って皆 に伝える

か。その ことを考えて、私たちは劇にする ことにしま した。

私たちが学んだ中 （水俣病・ハンセン病・部落差別・身近な

人権侵 害な ど） か らどれ を罠喜材 に して劇 に する か ？とい う福

岡先生の問いかけに、私たちは迷わずその中の題材ではない、

川口さんにお話 した自分たちの r道徳の授業』を選びました。

r道 徳の 時間 はキ ャッチボー ル じやな くて、 ドッデポ ール

だ』、 r人権問題を先生が暗く伝えるたびに、先生と私たちの

間に出来る溝 に、橋を掛けて欲 しい』、 r人権問題はすべてか

わいそうって同情の言葉は冷たい』…私たちが伝えたいこと、

そして私たちが学んだ差別のことを含めた劇。シナ リオは何

度も書き直 し、よ うや く出来上が ったのが 『道徳のお時間

P a rt Ⅱ キ ャ ッチ ボール編 』で した。

それ か ら何 度 も皆 で集 ま り、練習 を して 、セ リフ に込 めた

思い につい て話 した りも しま した。 時 には練 習 中に 喧嘩 する

こともあったけれど、それでも協力 して練習 して、本番を迎

える ことが 出来 ま した。本 番 では 、セ リフ を飛 ば した り忘 れ

たり、ア ドリブでカバ ー した りと色 々な ことが起 こ りま した

が、私たちの伝えたいことを伝えられたと思います。

そ して今 年。 ヒューマ ンラ イツ セミナ ー は二年 目です 。メ

ンバーは去年から参カロしている人も居れば、今年が初参カロの

人も居ました。また新ちなメンバーでセミナーが始ま ります。

二回目の劇の依頼があったのも、セミナーが始まった夏休み

でした 。二 回 目は一 回 目とは数人違 うメ ンバーで したが 、一回

目と同 じよ うに『道 徳の お時間 』を演 じる ことが 出来 ま した 。

そ して三回目の劇の依頼。「人権 を学ぶ中学生 に、子 ども

の権利を考えて欲 しい」これが『子 どもの権利条約』につい

て学ぶき っかけで した。今度は差別のことではない、子ども

の権利についてだと聞いて、私が最初に思 ったのは 「子ども

の権 利条約 って何 だろ う ？」 とい う ことで した 。言葉 は 聞い

たことがあっても、内容は全く知 らない。私を含め、セミナ

ーに参加 している人の殆 どがそうだったと思います。

しか し、今回の劇 をつくる中で私たち子どもはどのような

権利を持 っているのか少 しずつですが理解することが出来た

と思います。子 どもの人権、私たちには様々な権利が保証さ

れて いて 、だ か らこ う して家 族 と、友 達 と、生 き てい くこ と

が出来るのだと思います。子 どもの権利や、私たち子どもの

周りの 日常の矛盾について先生に問いかける、理想の r道徳

のお時間P a rtⅢ 子どもの権利って何 ？編』に思いをせいい

つぱいぶつけてみました。

私たちがセミナーで学んだ こと、人権の意識や子どもの権

利についてはこれか ら更に考えることが必要になってくると

思います。それ らは大切で、守 られなければな らないことだ

からです。きっと、私たちのような子どもだか らこそ、人権

について学ぶべきなのだと私は思います。そんなに難 しく考

えないで、どんなことを したらいけないのか、どんなことで相

手が傷つくのか。相手を思いやるって何なのか。たったそれだ

けを考えるだけで人権について考えられていると思 うか ら。

これから先、少 しでも人を思いやる心を持つ人が増えると

いいな思います。私は、今まで学んだことを大切に して、少

しでも 、人 に優 しい人 間 にな りたいで す。

子ども買春と子どもの権利

～ピア・ コーベラさん講演

子どもによる国際協力活動を推進するフリー・ザ・チル ドレ

ン・ジ ャパ ン（以 下 FT C J ）で は、去 る 1 0 月 2 6 日～ 1 1月 1 2 日

に渡 り、 FT C J の 海外自立支援事業のパー トナー団体である

フィ リピンの N G O 「プ レダ基 金 」 でス タ ッフ と して 働 い て

ぱニ
・ コーベラ さん（2 2 歳）をゲ ス トス ピー カー と して招

の権利条約 第 86号・20 07年 1 月 15 日号

中 島 早 苗 （フリー・ザ・チルドレン・ジャパン）

嘱し「子 ども の権利 条 約 フ ォー ラム in くま もと」 でも 講演 し

てもらいました。今回の ピアさん招時事業のためにご協力、

ご支援頂いた皆様、本当にあ りがとうございま した。ここで

は、 ピアさんのス ピーチにあ った子ども買春と被害からの回

復、子 どもの権利について紹介 します。



◆講演者 ピア・ コーベラさんスピーチ要旨

生まれ育ったのはスラム街

1 9 8 4 年4 月 フィリピン・マニラ生まれ。出生直後 に両親

に置き去りにされ、暴力やアル コール依存などが多 く見 られ

るスラム街にある父方の祖父母の家で育て られた。今まで母

親には一度も会 ったことはな く、父親 とは過去に2 国会った

きりで、両親についての記憶はほとん どない。一緒に住んでい

たおばからは暴力を振るわれるなど虐待を受けていた。貧困

と虐待から、5 、6 歳か ら次第に路上で生活するようにな り、働

くよ うにな った。車 を洗 った り車 の見 張 りを して、1 日働 いて

8 0 ペソ程度（約 1 6 0 円）の小銭を稼 いだ。小学校 には入学 し

たが勉強についていけなくなり3 年 の途中でやめてしまった。

子ども買春の世界へ

その後矢口り合いの女性から「稼ぎの良い秘密の仕事」を紹

介された。どんな仕事なのか分からなかったが家族を・支えた

いという気持ちから仕事を請 けることに。 しか し女性は売春

（ 買春）斡旋業者で、外国人観光客に子どもの性を売る仕事を

していた。 こうして、若干 8 歳だった私は強制的に性産業の

世界へと引きず り込まれたのだ った。子どもセックスワーカ

ーとして働くことで日本人を含む数々の外国人男性観光客か

ら性的虐待および性的搾取を受け、多くの被害に遭った。 し

かし、幼かったためこの仕事の意味することが良 く分からな

かつた。これはおとなの遊びだ、と自分に言い聞かせた。仕

事を辞めたいと思 う気持ちが強 くな ったが、どうやって抜け

出せば良いのか分からなか った。なぜな ら、仕事を紹介する

女性は怖く私の心をも支配 し、相談する人は誰もいなかった

からだ。 1 1歳 の と き、 ドイ ツ人男 性 客 ら によ って ボ ラカ イ

島と いう リゾー ト地 に連れ て行 かれ 現地 で数 日間を過 ご し酷

い性的虐待を受けた。 しか し、成人の外国人男性と幼いフィ

リピン人少女がコテージで過ごしていることを不審に思った

ある女性によって警察に通報が入 りようやく救助された。こ

うしてやっと性産業の仕事か ら解放され、 ドイツ人観光客は

逮捕されたのだが、後にこの ドイツ人はフィリピン警察に賄

賂を渡 し、母国に逃げ帰ってしまったのだった。

自分は一人ではない

救出後、性虐待を受けた子どものケアに取組む「プレタ基

金」で保護され生活するようにな った。最初は誰 にも心を開

けず、自分は生きる価値のない人間だと思い、死 にたいと思

うこともあった。また、規則の多いプレタで の生活に戸惑い、

環境に馴染めず大変だった。が、プレダのスタッフによるケ

ア、同じ体験をしたプレダ基金 にいる子 どもたちの支えなど

で、自分は一人ぽっちではないことに初めて気がつき、少 し

ずつ心を開くことができるようになった。特に、心の回復に

役立ったのは、今まで受けた辛い体験や感情を全て外に吐き

出す ことで心 を治療する 「プライマル・セ ラピー」 だった。

また、 ドイツに逃げ帰った加害男性が母国で逮捕されプレタ

の働きかけで裁判が開かれることになり、この裁判で証言す

るため ドイツに渡 った。その結果3 年半の実刑が男に下され

た。短い刑期ではあるが、それまで買春をしたことで自分を

責めていたが、虐待を受けた被害者だったことが社会的に認

められ自分にとっては大きな勝利と感 じることができた。

子 どもの権利を知 って

プレタで 学んだ大きな事の一つは、初めて「子どもの権利」

について知 ったことだった。それまで自信を失い自分に価値

を見出せなかったが自分にも権利があることが分かり、尊厳

を取り戻 した気持ちだ った。子どもの権利は私を勇気付け、

前進につながった。子 どもの権利をもっと早 くに刃］っていた

らき っと性的虐待の被害を受 けず に済んでいただろうと思

う。プ レダでは、子どもの権利擁護のために、ロビーインク

活動も行っているが、その成果の一つとしてあげられるのが、

19 9 2 年 に制定されたフィリピン共和国法 「子どもを虐待 ・

搾取・差別か ら保護する法律」（R A 7 6 10 ）だ。この法律が

できた ことで 子 どもが あ らゆる 種芙頁の 虐待 ・搾 取・ 暴力 か ら

守られ社会全体で子どもを最優先に考えて子どもが子どもら

しく過ごせるように取組むべきであることが法的に定め られ

た。しかし、加害者による賄賂がいまだに横行するなど法が

機能 していないケースもあ り課題は残っている。

子どもを支援する側に

プレタに来た私は、性虐待を受 け苦しんでいる子どもが多

くいる こと を知 り、そ うい った 子 どもを 工 ンパ ワー する ため

にも、子どもの権利を伝える活動家になろうと思うようにな

つた 。 プ レタに は子 ども 自身 による 演劇 や レクチ ャーを行 う

アドポ カシー 部 門があ る が、そ こに参カロし、子 ど もの権利 を

伝えたり、虐待の被害を予防するため活動に取組んだ。また、

自身の体験 を子どもやおとなの前で話すスピーカーにな り、

買春や虐待の被害にあわないよう子どもや社会 に情報提供を

子どもの権利条約 第 86号・ 20 07年 1 月 15 日号
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している。現在、看護学校での勉強を しながらプレダ基金で

有給スタ ッフとして働き、虐待や被害にあった子 どもをサポ

ートしている 。子 どもをサ ポー トす るため みなさ ん と協 力 し、

手を取 り合いたい、そうすれば世界を変える事ができるか ら。

◆参加者からの質問

フォーラム全体会でのスピーチの後、おとなや子ども参加

者か ら質問が あ りま したの でい くつか紹 介 します 。

Q ：辛い体験を人前で話すことは大変だと思いますが、ど

う して続 け られ るの ですか ？

ピア ：たくさんの人に問題を知 っても らいたい し、まだまだ

多くの子どもが被害を受けているからです。

Q ：プレタ基金で生活するようになったとき、どんな気持

ちで した か ？

ピア ：最初は友達もいな くて寂 しく、生活に慣れず大変だっ

たけど、虐待を受けた子 どもは私一人ではなく、た くさ

ん いることがわか って寂 しい気持 ちはな くな りま した。

Q ：法律 が でき、子 どもを取 り巻 く】買境は変 わりま した

か ？

ピア ：はい、法律の制定で子 どもを保護する体制ができてき

たと思いますが、インターネッ トの普及や法を潜 り抜

けて子 どもを性的に虐待する人も多 くいるので新たな

課題がまだあります。

Q ：日本 にいる私 たち にはどん な ことがで き ますか ？

ピア ：子どもが置かれている現状を知 って下 さい。そ して、

子どもの声に耳を傾けて下さい。プレタでは子どもの

権利を伝えるキャンペーンを行 っていますが、そうい

つた こ とに参加 して下 さい。

Q ：将来の夢は何ですか ？

ピア ：看護士の資格をとって、病気で困つている子 どもの手

助けを したいと思います。また、プレダにいる子ども

たちのこともずっと何 らかの形で支援 したいです。

◆印象的だったピアさんのメッセージ

今回、フォーラムで沢山の方たち、特に子ども参加者にも

メッセージを聞いて頂けたこと、ピアさんも喜んでいました。

今回の来日で、 日本の子どもがい じめなどによって自殺をし

ていることにとても心を痛めていて、それについてのメ ッセ

ージがとても印象的だったのでお伝えします。

「日本は先進国で経済も安定 している印象が強か ったけれ

ど、経済の豊かさと子どもたちの心の豊かさは違 うというこ

とを感 じま した。日本人は仕事熱心だけど、家庭や周りのこ

ととの結びつきを大切にする時間をなかなか持 っていないか

もしれません。日本の子どももとても勉強熱心でいいことだ

けど、周 りの 人 とコ ミュニ ケー シ ョンす る時 間も持 って下 さ

』
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い。もし、自分の周 りに困っている友達がいたら、ぜひ r良

き聞き手』になって、友達の気持ちを聞いてください。私も、

以前辛い体験をして自殺を考えたことがあります。でも、自

殺を しなかったのは、プレダに来てはじめて自分の気持ちを

聞いてもらえたか らです。自分が悩んでいることを聞いても

らえて とて も安心 しま した。そ して 、ひ と りぽ っち ではな い、

とい うこ とを感 じま した 。 だ か ら、ぜ ひ 、「良 き 聞 き手」 に

なつて下さい。

また、自分で悩みを抱えている人がいたら、周りの友達や

家族ににぜひ悩みを打ち明けてください。でも、悩みを打ち

明けることはとても勇気がいることです。なかなかできない

かも しれないけれ ど、必ず聞いて くれる人がいるはずです、

どうぞ一人で悩まないで下さい。家族を持 っている人はとて

も幸せです。ぜひ、家族を大切にして下さい。そ して、いつ

か自分の家族をもった ら、ぜひ自分の家族を大切 にして下さ

い。」

◆プレダ基金 （P R E D A Foundation）について

P R E D A は P e o p le Recove「y，Empowe「ment and

D e v e 10 P m e n t Assistanceの略で、日本語では「人々の回

復、エンパ ワーメン ト及び発展の支援」という意味を持つ。

1 9 7 4 年 にア イルラ ン ド人の シ ェイ・ カ レン神 父 とフ ィ リピ

ン人のヘルモソ夫妻が設立 した N G O で 、フィリピンの首都

マニラから、バスで約 4 時間のオロンガポ市に事務所及びシ

ェル ター （保護された子 どもたちが生活する寮）を構える。

児童労働や性虐待を受けた子どもの救出、保護、回復やス ト

リー トチル ドレンや不当に逮捕された少年の救助などを主に

行っている。その他貧困層の自立を目指 し職業訓練やフェア

トレー ドを行 っている。子ども・女性・貧困層の人々が虐待

や搾取に苦 しむことがない社会を 目指 して、現在 も約 5 0 名

のスタ ッフが活動 している。2 0 0 1 年 と2 0 0 3 年 にはノーベ

ル平和賞にノミネー トさ；n るなどその活動は国際的に評価を

受けている。



【 分科会から】

盲学校ではなく 地域の学校に入学 して

～国連での「障害者の権利条約」採択を目前にして

熊本では じめての子どもの権利条約に関する全国規模の フ

ォー ラム が開 催さ れる と矢口り、大 き な期待 を しな が ら、本 会

も自 ら関わ る ことを 決意 しま した 。そ こ には、 1 9 8 9 年国 連

で子どもの権利条約が採択され、遅ればせなが ら 19 9 4 年わ

が国も批准 したにもかかわらず、子 どもを取 り巻 く状況は、

遅々として進まないことに怒 りさえ覚える状況があるからで

す。「障害」者問題と同 じく、子 どもをあ くまで保護の対象

とし、わが人生を生きる権利の主体であることを認めようと

しない許 しがたい実態があ ります。人権後進国の実態をまざ

まざと露呈 していると私たちは考えています。その中でも熊

本の学校教育においては、過去に丸刈 り訴訟や私服登校を求

める闘いを経ても、頑なな教育行政のあ り様は未だ大きな課

王講を残 して い ます 。 さ らに 、本分 科 会 の主 罠頁で ある 「障害 」

がある といわれる子 どもたちの教育 を受 ける権利について

は、二重の侵害 と苦 しみを与えています。「障害」児は 「障

害」児学級が幸せとする分離教育が蔓延 り、「障害」を理由

に普通学級か ら排除される、まさに差別の現実があ ります。

そこで、私たちは、本分科会を企画 しました。全盲で地域

の中学校に通 う桂司さんの楽 しい学校生活を ビデオで報告

し、盲学校ではなく地域の学校で学ぶことの意義、これから

の高校進学の希望と課題、将来の夢などを本人に語 ってもら

いました。また、お母さんからは、これまでの子育てのこと、

そして、将来への思いを聞かせていただきました。学校では、

放送部のアナ ウンサー として活躍 した り、良いこと悪いこと

を含めて友達 と普通の中学生として様々な責重な体験を して

いること。また、私生活では、先日、大好きだったばってん

荒川さんが亡 くな り、一人で葬儀に参列 し、特別に御遺体を

触らせていただいて惜別の挨三拶をできたこと。本分科会でも

追悼の思いを込めてギターの弾き語 りで郷土の名曲 「帰らん

ちやあ よか」 を見 事 に披露 して くれ ま した。 この よ うに何 事

にも積極的に挑戦 し、失敗 しながらも生き生きと学校生活を

過ごし、高校や大学進学の夢を語る桂司さんの姿に、多くの

ことが検証されました。「守 られた中で、安心 して過 ごす権

利もあるが、挑戦 し失敗する権利もある。失敗する経験の中

にこそ 、これ か らを生 きる 矢口恵 が身 につ いて い くので はな い

か。「障害」があるとその当た り前の権利も奪われて しまう

ことが多い。自らの人生を悔いなく生きるには、権利条約が

桑 本 謙 （インクルージョン熊本）

謳う当事者の自己決定権 こそ最も尊重されるべきであ り、失

敗を糧と して成長 していくことから豊かな人生が開かれてい

くと考えたい。」また、「地域間の格差が大きく、東京等では

親の会の闘いが 2 0 年以上前から続けられてお り、多 くの子

どもたちが通常学級で共に学んでいる。そのような確かな実

践を全国の仲 間と共有するために連携することが大切なので

はないか。」等々、「障害」 がある子どもたちが地域の学校で

共に学ぶことの意義が熱く語られま した。

検証 していけばい くほど、本人保護者の共 に学びたいとの

願いを最も阻害 しているのが分離を原則とし「障害」児を普

通教育から排除 しようとする差別的現行法の厚い壁です。法

律が差別を作 り再生産 しているのです。文科省が進めている

特別支援教育も新たな差別 の始 まりと危慣せ ざるを得ませ

ん。

そ して最後 に、そのような厳 しい中ですが、国連の 「障害

者権利条約」採択の流れが報告され、未来への希望が語 られ

ました。私たちの願いを国内法に生か し、すべての子どもた

ちの人権が尊重され、教育を受ける権利が保障される学校教

育へと転換 していかなければならないと確認 しました。

■■ ■■

●●

■■
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モラルハラスメン ト

～より深刻な子どもへの心理的虐待

西 原 鈴 代 （こころのサポートセンター・ウイズ）

「モラル ハラ スメ ン ト」 と い う名 前 を ご存 じです か。 フラ

ンスの精神科医マリー ＝フランス・イルヨイ 工ンヌさんが名

付けたもので、相手の罪悪感や責任感を刺激 しなが ら人格攻

撃を行う、言葉や態度 による暴力の ことです。以前から、 D

V や子ども虐待、学校や職場、サークルでのい じめな どの中

で起 きて い ま した 。タ ーゲ ッ トにさ れ責 め られ 続 け る側 は 、

とて も深 い ダメ ー ジを受 けて しまい ます 。 しか し今 まで は 、

それが暴力や人権侵害であるという見方を、ほとんどされて

はきませ んで した。

子 どもが何 か失 敗 した り間違 った り した とき 、わた した ち

おとな は どうす るで しょう。 これか らの こ とを一 緒 に考え た

り、具体 的に教 えた りする こ とが 多いの で はないで しょうか 。

しか しモラル ハ ラス メ ン トの場 合 は、 しつ けや教 育 と言 いな

がらも 、その よ うな こ とは しません 。た め息 をつ いた り無 視

をした り、「バカだと言われても仕方ないな」「お前の人間性

を疑 うよ」な どと）令た く言 った り して、子 どもの 内面 や人 格

をジワジワと攻撃 し、心理的に追いつめてい くのです。

そ して、子 どもが何を しても しな くても、その反応を間違

つた反応だとし、そのように間違 うのは 「人格や人間性に問

題があるからだ」と責め続けていきます。わた したちはそろ

そろ、その状況を 「暴力」や「虐待」と して、 しっかり認識

してい く必要 があ るので はな いで しょうか。

ウ イズ では 「子 どもの 権利 条約 フ ォー ラム2 0 0 6 in くま

もと」で、学校や家庭の中で振るわれている子どもへのモラ

ルハ ラス メン トにつ いて の ワー クシ ョップを行 い ま した。 ま

ず、事例を通 してモラルハラスメン トのイメージをつかみ、

自分な らどのような気持ちになるのか、子どもたちにはどの

ような影響を与えて しまうのかなどを、グループで話 し合い

ました。また、子 どもの権利条約の中の、どのような権利が

侵害されて しまうのかも考え、わたしたちおとな には何がで

きるのかを考えていきま した。

モラル ハ ラス メ ン トは見 え に くい暴力 で すが 、わた した ち

の意識の持ち方によ っては気づくことのできるものだと思い

ます。 ぜひ わた した ち ととも に、 モラル ハ ラス メン トは暴力

であり、許されないことだという社会の認識を創 っていって

ほしい と願 ってい ます。

問題解決カアップのための8 ステップ

（いじめ対応編）演習

江 口 竜 一 （子どもの人権・安全ステーション）

第 8 分 科 会 で は 、「問是喜角牢決 カ ア ップの た め の 8 ス テ ップ

（S P  F 8）（いじめ対応編）」というテーマの演習をおこな

いま した。今回のファシ リテ一夕ーを務め られた虞岡逸樹さ

んは、「取 り返 しがつかなくなる （大事件になる）前に、［い

じめ問題］は ［解決］ したい、しかも、被害を受けた子ども

自身の力やその周りにいる同級生、大人 （親や、教師）が力

を合わせて、 ［解決］ に近づくことができた らどんなにいい

だろう、そんなプログラムを作 りたい」との思いか らこのプ

ログラムを開発されたそうです。

当日この分科会 には熊本、長崎、遠くは大阪からも参加が

ありま した。4 ～ 5 人で グルー プを作 ったのですが最初 はや

』
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はりみなさん緊張 した面持ちです。アイスプレイキングでは

2 人ペアになって、「半年ぶりに会った友達」という設定での

挨拶を してみました。そ して 「3 年ぶ りに再会 した昔の恋人」

「 訳あ って生まれながらに して離れ離れとな っていたが3 0 年

経ち念願かなって会うことができた兄弟」 と徐々に演技力が

要求される設定へ と進むにつれ、会場はヒー トア ップ してい

きま した‾。

今回は 「自分の名前をからかわれた」という仮想事例が用

意されています。模造紙に4 色のマジックを使い、「解決した

い問題は何なのか」「それに対 する感情を表現 してみよう」

「 問題の難易度 を尺度化 してみる」 といった作業をグループ



内で確認、共有することか ら始まりま した。その後、考え ら

れる解決策をブレインス トーミング形式で、できるかぎ り出

し合 うという工程になるのですが、この時にはルールが決め

られています。「常識、非常識、空想、妄想 O K J 「出てきた

角牢決 策 を批判 した り、 評価 して はい けま せん」 参 加者 のみ な

さんは実に真面目に （？）様々な妄想の世界を披露 してくだ

さいま した。それ らの中か らどの解決策が適切かを考え、決

定するといった流れへと続きました。（分科会 ではこの工程

までの実施 とな りましたが、本来のプログラムでは実行、検

証のステップが控えてます。）

最後に感想を伺ったのですが 「自分の発言が否定されない

ところが良かった。」「和やかな雰囲気で楽 しかった。」「い じ

めとは ！といった理論はどこでも聞くことはできるが、具体

的な解決の手法を知 りたいと思っていたので勉強になった。」

という書房しい言葉をいただきま した。今後の活動の大きな励

みとな りま した。

国際結婚で生まれた子どもの権利

松本 妙 子 （コムスタカー外国人と共に生きる会）

外国人支援の市民グループ「コムスタカ」が生まれたのは、

19 8 5 年、日本で働 く外国人が増加するのに伴って彼 らへの

人権侵害が問題にな り始めた頃で した。当初は、フィリピン

女性たちが寄せる賃金未払いや売春強要などの職場での問題

がほとんどでしたが、その後、「外国人労働者」であった彼 ら

が日本人 と恋愛 し、結婚 し、定住 して 「外国籍住民」となる

に従い、相談もそれに応 じたものへと変化 していきました。

コムスタカに寄せ られる国内の相談で最も多いのは、D V など

を原因とする離婚と、それに伴う親権や養育費の相談。また、

フィ リピンか ら寄 せ られ る相談 は 、夫で あ り父親 で ある 日本

人男性探 しと、認知や養育費の請求がほとんどです。

このような相談は妻であ り母親である外国人女性がその主

な相談 者 で すが 、親 権 に しろ 、認 矢口に しろ 、養 育 費 に しろ 、

相談の焦点は子どもたちです。そ して、このような問題を生

む原因 の ひとつ は身勝 手 な男 性 にある と しても 、そ の角牢決 へ

の道筋に立ちはだかる様々な障害は社会や国が生み出 してい

るものです。それは、女性や外国人への差別であり、多様化

する社会 に対応 しない法制度です。この ような障害が問題の

解決を阻み、そ して、結果的に子どもたちの権利 を大き く侵

害しているのです。

今 回のフォーラムでは、子どもの権利を、社会が生み出す

差別 と国が責任を負う法制度の二つの面か ら訴えま した。外

国人差別では、日本で生まれ、日本人と して育ちなが ら、母

親が外匡l人だというだけでい じめ られることの理不尽さをい

じめを受けた小学生が直接訴えて くれま した。また、両親や

教師な ど も問是喜の解 決 にか かわ り、い か に して い じめ をや め

させたかの報告までありま した。

国の責任では、強制力のない養育費の支払命令、胎児認知

の制度、国籍留保などの届 けが日本語を読み書きできない外

国人 だ け‾ごは しに くい ことな ど の 問題点 が 挙 げ られ ま した 。

このような法制度が原因で、養育費がきちん と支払われなか

つたり、子どもが認知されなかったり、国籍が留保されなか

つたりといった現実が生まれます。

好むと好まざるとに関わらず、世界は大きく変わっていま

す。 しか し、社会はその変化を都合のよい部分 しか受け入れ

ず、国は旧態依然の法制度をなかなか変えようとは しません。

それどころか、現実を無視 した時代錯誤が 「改革」や 「改正」

の名で行われ、「権利」という言葉が不当に追いやられていま

す。子どもたちが幸せに暮らせるためには「権利を守る」こ

とが当然の社会でなければな りません。

子どもの権利条約 第 8 6号・ 200 7年 1 月 15 日号
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国連・子どもの権利委員会、

子どもの意見表明・参加に関する一般的討議を開催

～「意見 を聴 かれる子 どもの権利」についての勧告 を採択～

平野 裕 二（A R C代表）

国連・子どもの権利委員会は、2 0 0 6 年 9 月 1 5 日（第4 3

会期）、「声をあげ、参加 し、決定する 意見を聴かれる子

どもの権利」というテーマで一般的討議を開催 した。子 ども

の権利条約 1 2 条 （子 どもの意見の尊重）を軸 とする子 ども

の意見表明権・参加権に関する理解を深め、その保障のため

に必要とされる措置を特定するのがその目的である。

討議の結果を踏まえ、会期末の 9 月2 9 日には委員会と して

の勧告 （5 8 パラグラフ）が採択された。以下 、討議の模様

と勧告の内容について簡単に報告する。

討議への子ども参加 活かされなかつた教訓

今回の一般的討議にも例年どおり多数の参加があり、その

数は2 0 0 人 を超えた。今回のテーマに対する関心はことのほ

か高く、あまりにも多数の申込みがあったために 1 団 体あた

り3 人 とい う参 カロ制 限 が初 めて 設 け られ た ほ どで ある 。 日本

からは、子どもの人権連と子どもの権利条約総合研究所より、

筆者 を含 む6 人が参 カロしてい る。

一般的討議は、これも例年どおり、開会時と閉会時の全体

会を除き、 2 つの分科会に分かれて開催された。各分科会の

テーマ は次 の とお りである 。

（ a）社会への積極的参加者としての子ども

（ b）司法上および行政上の手続において意見を聴かれる子ど

もの権利

今回の討議には、国際 N G O の協力 により、世界各地か ら

約3 0 人の子どもも参加 している。子どもたちは、事前に2 日

間、子どもたちだけの会合を持ち、委員会のメンバーと非公

式に会見する機会も持 った。これまでの一般的討議にも数名

の子 どもの姿が見 られることはあったが、このようなまとま

つた形での子 ども参加は、 1 9 9 9 年に開催された 「子どもの

権利条約 1 0 周年記念会議 ：達成 と挑戦」以来の ことである

（ 月刊子ども論 19 9 9 年 12 月号参照）。

もっとも、今回の一般的討議において、子どもたちの効果的

参加を保障するために十分な準備が行なわれたと評価するこ

とはできない。む しろ、これまでの国際的経験を踏まえた教訓

が必ず しも活かされなかったと言わざるを得ない面がi5 る。

とりわけ、せっか く子どもたちが自分たちだけで事前会合を

持ち、その結果を非公式に委員会に伝えておきなが ら、討議の

院芸；
ちが個人的発言に終始 し、十分なインパク トを

条約 第 86号・ 20 07年 1 月15 日号

与えられなか ったのは、惜しまれる点である。10 周年記念会議

のときには、およそ2 0 人の子どもたちが、寸劇等を活用しなが

ら効果的なグループ・プレゼンテーションを行なっていた。そ

の後の国連子ども特別総会（2 0 0 2 年）の経験も踏まえ、委員

会や国際 N G O にはもっと工夫の余地があったように思われる。

また、ともかく子どもたちが発言 しさえすればよいという

雰囲気が 目立ち、子 どもとおとながおたがいを尊重 しながら

対等に議論できなかったのも、時間が 6 時間強 しかなかった

ことも大きいとはいえ、物足 りなかった。たとえば、「0 0

地域の／世界の子どもを代表して」という子どもたちの発言

に対 しては、それが事実と異なることを参カロ者が－－ あるい

は子 どもたちを連れてきた国際 N G O の関係者が前 もって

←指摘すべきであったと思われる。子どもの代表性の問題

については 1 0 周年記念会議のさいにも議論にな ったが、今

回の勧告ではなんら触れられていない。

いずれにせよ今回の一般的討議は、子ども参加に関わるさ

まざまな取り組みを通 じて国内外で得 られてきた教訓が、委

員会では必ず しも十分に共有されていないことを明 らかにし

た。実践的な場面、とくに匡I際的な会合の場で子ども参加を

どのように進めていくかについて、委員会 自身もあ らためて

検討することが求められる。

一般的討議勧告の概要

討議後 に採択された委員会の勧告 は 「 l ．は じめ に」と

「l卜 勧告」の2 部構成とな ってお り、後者はさらに次の 5 項

目に細分化されている （以下、〔 〕内の数字は、正式な国

連文書と して刊行される前の未編集版のパラグラフ番号）。

・ 前文

（a）；総論

（b） 1 2 条 1項 ：社会への積極的参加者としての子ども－一

家庭／学校／コミュニティ・ レベル

（C） 1 2 条 2 項 ：司法上および行政上の手続 において意見を

聴かれる子 どもの権利

（d）委員会がフォローアップするべき勧告

勧告の特徴のひとつは、前文 において、 1 2 条に体現され

た子どもの権利は「子どもが権利の保有者 として認められる

ための象徴 とと らえうる権利」 であり、「新たな社会契約」

の確立を要求するものであると述べていることである。



この点について委員会は具体的 に説明 していないが、参政

権を有する （狭義の）市民概念を前提 とした伝統的な社会契

約論を、「（広義の）市民と しての子ども」 という考え方を踏

まえて見直すよう求めたものと理解できる。このような「新

たな社会契約」を確立するためには、子どもの参カロ権を認め

ない伝統的・文化的態度を変えていくこと 〔9〕、子ども意見

表明・参加の制度化を図ること （後述）などを通 じ、「政治

的、社会的、制度的および文化的構造の変革」（前文）を進

めてい くこ とが必要 であ る。

勧告の第2 の特徴 として、子どもの意見表明・参加が 「子

ども にと って、家 族 に とって 、コ ミ ュニテ ィ・ 学校・ 国 に と

つて、民主主義にとって有益である」（前文）ことを、さま

ざまな表現で指摘 している ことが挙げられる 〔1 1 ・ 1 7 ・

19 ・2 2 ・3 2等〕。

第3 の特徴 は、条約実施の責任主体である締約国や、締約

国を支援 する立場にある国際機関 〔 1 5 〕以外の主体にも、

種々の呼びかけが行なわれていることである。親 〔 18 〕、 N

G O 〔3 4 〕、メディア 〔3 6 〕、研究機関 〔3 7 〕などに加え、

子どもたち自身に対 しても、とくに条約・総括所見の実施状

況の監視 、地域の諸問題の解決への参カロが呼 びか けられた

〔3 1 〕。委員会 による定期報告書審査プロセスヘの参カロも奨

励されている （後述）。

第4 の特徴は、意見表明権・参カロ権がすべての子 どもの権

利として明確にされていることである。これ らの権利が差別

なく保障されなければな らないこと 〔8 ・ 1 0 等〕、年齢を理

由と して意見表明が妨げ られてはな らないこと 〔5 1 ・ 5 2 〕

等が指摘されるとともに、革新的・創造的手段を通 じた子ど

も参加の推進が促されている 〔3 5〕。

もっとも、今 回の勧告では乳幼児や障害児について具体的

言及がない。この点については、それぞれのテーマに関連 し

た一般的意見 7 号 （とくにパラ 1 4 ・ 17 ） や9 号 （とくにパ

ラ3 2 ）を参照 しながら理解を深めることが必要である。

第 5 の 特徴 と して は 、コ ミ ュニテ ィ・ レベ ル に おけ る子 ど

も参加について詳糸田な勧告が行なわれ、とくに子ども参加の

制度化が強調されている点が挙げられよう。子 ども参カロの制

度化の必要性は、1 0 周年記念会議のさいの勧告でも強調さ

れていた。今回の勧告では、とくに次の一文が象徴的である。

「委 員会 は、 ‥‥‥参 加権 に対 す るイ ベ ン ト中心 の ア プロ ー チ

から、政策案件への組織的包摂へ と移行するよう促す。委員

会は、‥…・子どもの参カロを促進するための機構が実施のため

の手段として制度化されることを確保する義務を、締約国が

遵守するよう求めるものである」〔2 5 〕

このような観点から、子どもの権利に関わる国 レベルの行

動計画を策定・実施・評価する一連のプロセスに、子どもと

若者が「中核的関係者」と して含めら；n るべき ことも求めら

れている〔2 8 〕。子どもの権利を担当する機関の指定〔2 6 〕、

子どもオンブズマン等への資源配分 〔2 7 〕に関わる勧告も、

制度化に関わるものと して理解できよう。

少なからぬ国で設置されるようになった「子ども議会」も、

そのような制度化のひとつの形態と して有用なものとな りう

る。ただ し、「このような場 で子どもたちから提示される意

見が正式な政治的プロセスおよび政策立案においてどのよう

に考慮されるかについての明確な指針を設け、かつ、子ども

たち に対 してその提案に関わる十分な反応が与 えられるこ

と」 は確保 しなければならない 〔3 0 〕。

残された課題

他方、子どもの社会参加について詳細な勧告が行なわれた

ことの裏返 しとして、今回の勧告では家庭・学校における子

ども参加 についての言及が著 しく不十分である 〔1 6 ～ 2 4 〕。

議論・実践の蓄積がない家庭での参加はともかく、学校にお

ける生徒参カロについては、欧米等での経験を踏まえて種々の

勧告を行なうことができたように思われる。

また、手続的参カロに関わる勧告 〔3 9 ～5 5 〕も、基本的に

は条約その他の国際文書の関連規定を参照・引用するレベル

に留まってお り、とくに新味はない。とりわけ医療手続にお

ける子 ども （とくに思春期の子 ども）の意見表明・参加につ

いて一言も言及されていないことは、委員会が一般的意見 3

号や 4 号 でこれ らの問題を取 り上げてきた ことからしても、

目配 りが足 りないと言わざるを得まい。

これ と関連 して、子どもの自己決定権や集団的決定への参

カロ権をどのように考えるかという点についても、今回の勧告

はなん ら触れていない。そもそも一般的討議の副題では、意

見を聴かれる子どもの権利の要素として「声をあげ、参加 し、

決定する」の 3 つが挙げられていたが、勧告では「声をあげ、

参カロし、意見を考慮されること」 という表現に変更され （前

文）、「決定」の要素が削除されている。微妙な問題ではある

にせ よ、委 員会 と して この よ うな論点 にも取 り組ん でい くこ

とが必要でiぁる。

最後に、今回の勧告では委員会自身の活動、とりわけ締約

国幸艮告書の定期的審査 プロセスヘの子ども参加についても取

り上げ られている 〔3 1・ 3 4 ・ 5 7 ・ 5 8 等〕。 1 0 周年記念会

議のさいの勧告でも、締約国報告書・ N G O レポー トの作成

プロセスに子 どもの意見を反 映させる ことが促されていた

が、今回の勧告ではさらに、 N G O 等を招いて締約国報告書

の予備審査を行なう会期前作業部会の場への子ども参カロも奨

励された 〔3 4 ・ 5 8 〕。

もっとも、会期前作業部会への子 ども参カロは、国内 レベル

での検証活動 における十分な子 ども参加があって こそ初めて

意味を持つものである。今回の勧告ではその点が必ず しも弓垂

調されてお らず、＿一本釣 りのような形でとにかく子 どもを連

れてくればいいという形式的・表面的な 「参カロ」への警戒心

が十分ではないきらいがある。

また、報告審査以外の委員会の活動 については、「委員会

の活動に子どもがいっそう参加できるよ うにするための手段

を模索することについて決意を維持する」 という抽象的な決

意表明に留まってお り〔5 8 〕、 1 0 周年記念会議のさいの勧

告か らなん ら前進 していない。

委員会は、今回の勧告を踏まえ、より体系的な一般的意見

を作成する意思を再確認 した 〔5 6 〕。来年 にも採択される可

能性があるが、そこではここで指摘 してきたいくつかの問題

点を角牢決 す ると とも に、そ の作成 プロセ ス におい ても子 ども

の意見を十分 に反映させるよう努めることが求められよう。

◆今回の一般的討議および 1 0 周年記念会議における勧告の

日本語は筆者のウェブサイ トを参照。

h ttp ：／／h o m e pa g e 2 ．n ifty．co m ／c h ild「ig hts
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国連・亨 どもの権利委員会を傍聴 して

2 0 0 6 年 9 月 1 5 日、子 どもの権利委員会は、「声 をあげ、

参加 し、決定する－一意見を聞かれる子どもの権利」をテー

マと して一般的討議を開催 し、世界4 5 カ国か ら、政府 や国

連関係者、 N G O 、そ して約 3 0 人の子 どもを含む、あわせ

て2 0 0 人以上が討議に参加 しました。

一般的討議では、世界各地の子ども参カロの実例を、子ども

たち自ら紹介する場面が多々あ り、子 ども参加を実際 に子 ど

もの権利委員会の場で試行する場ともな りました。大勢の参

カロ者を前 に力強く発言する各国の子どもたち に、委員も含め

たおとなの参加者か ら大きな拍手が送 られ、和やかな雰囲気

を醸 し出 して いま した。

紹介される個々の参加実践例 についても、当日の委員会の

場で実践された子ども参加 についても、参カロする子どもが子

ども全体を代表 しているのか一部なのか、子 どもの主体性が

どれだけ確保されているか （あやつりにな っていないか）な

ど、考慮点はあるように思えま したが、子ども参カ口実践を進

める上で直面する困難は、国は違えど共通点がある こと、世

界各地で子 どもの参カロが着実に実践されつつあることを肌で

感じ取ることができ、まさに内容面でも実施面でも、「子ど

も参カロ」 とい うテ ーマ に合 致す る討 議で した。

（内田増子・ N C R C 事務局次長）

N C R C 主催の報告会での参加者の声

子どもの権利条約ネ ットワークは、 12 月 9 日早稲田大学構

内において、平野さんを迎えて報告会を開催 しま した。子ど

もと関わる様々な立場の方々が参カロされま した。ここでは、

参カロ者の声として、アンケー ト回答の一部抜粋を紹介 します。

・ 「市民としての子 ども」の立場が日本の社会において、確

立されることを願っています。（5 0 代・女）

・子どもの意見表明を受け止める能力が大人にあるかが問わ

れているとい う考えはとても大切だと思う。（2 0 代・男）

・子どもの意見を聴 く場の設定、そ して、その後の意見の取

り入れ方は、今現在ではア リバイ作 りのような役割 しか果た

していない様な気が します。行政や政治を動かす良い手立て

がある で しょ うか ？（5 0 代・女 ）

・子どもが活発に発言 し、議論 している事をプロモーシ ョン

する手段が確立されてないことも改善されるべき課題であろ

うと思います。最近のいじめニュースを受け、近隣の中学校

の代表 生 徒 が集 ま って 議論 した と い う幸艮告 を 聞い て いま す。

子ども参カロが体制として整えられれば、初等・中等教育で行

われている児童会・生徒会という伝統的基盤があり、ひとつ

のプロセスの土台 にな り得るので はな いかと感 じま した。

（ 4 0 代・女）
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